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明･高武『鍼灸聚英』 

註： 

〔 〕：蔵府・経の旺気する時間 

〈 〉：蔵府・経脈の五行的性質 

( ) ：穴を用いるべき時間帯 

( )の時間帯に用穴することで、病経の補瀉が行われる。 

時間に該当しない時には、自穴または原穴を用いて必要な手技を行って補瀉する。 

陽経の原穴欄の、｢相火｣は｢作用｣を表している。 

対経関係は補完の関係である。 
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子午の対経関係 ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ 
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例えば（子）の時間には中渚は用いにくい場合が多いわけであるが、対経関係は 

｢脾｣となっているので、これを用いることによって効果を発揮させることができる。  


